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食品廃棄物※の内、まだ食べられるのに捨てられている食品のこと。

食品ロス とは

食品ロスを減らすには？

日本国内の食品ロス量の約６４６万トン/年は・・・

※食品廃棄物   食品の製造・加工・流通・消費などの際、廃棄される食品の総称。
　　　　　食べられない野菜・果物の皮や魚の骨なども含まれています。

日本国内では、食品廃棄量の ２,８４２万トン/年のうち、食品ロス量が 約６４６万トン/年 ある。

ことが重要です。

おいしく食べることができる期限 安心して安全に食べられる期限

家庭から

食品メーカー、ス―パーなど小売店、
レストラン等飲食店から

外食をする際はまずは食べきることを心がける！

量が多いと感じたら小盛りメニューを頼むなど

　食べ残しがないようにしよう！

野菜の保存は育った時と同じ向きで
保存すると長持ちするよ！

例えば立って生えている野菜は立てて保存しよう。
他にも野菜にあった保存方法があるので調べてみよう！

出典：環境省「我が国の食品ロス・食品廃棄物等の利用状況等（平成27年度推計）の公表」、消費者庁「食べ物のムダをなくそうプロジェ
　　　クト」、農林水産省「外食産業における食品ロスの量運動」、国連WEP「数字で見る国連WEP2016」

　日本人１人あたりが 毎日お茶碗１杯の食品を捨てているのと同じ！
世界中で飢餓に苦しむ人々（約８億２,１００万人）に向けた１年間の世界の食料援助量の約２倍に
匹敵！ 平成２８年の援助量は約３５０万トン/年 援助を受けたのは ８,２２０万人！

家庭からの食品ロスは「鮮度低下」や「消費期限切れ」が大半！！
確実に使いきれるように 考えて食品を買いましょう。

賞味期限と消費期限の違いを理解して、食材もお金もムダにならないようにしましょう。

食品ロスの削減に取り組もう!
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　津山市では、町内会や子ども会などの地域の団体により、多くの地域で新聞や雑誌などの集団回収（廃
品回収）が実施されています。しかし、集団回収に出せなかった方や、集団回収が実施されていない地域
にお住まいの方もおられます。
　そこで今回は、古紙類等の回収施設を常設している店舗を調査しました！

紙は新たに生まれ変わることのできる資源です。積極的にリサイクルしましょう。

ルールを守って、正しく使いましょう！

ごみゼロ新聞調査隊がいく ごみ減量と古紙リサイクル

回収（営業）時間、持込方法など詳しくは　各店舗・各施設にお問い合わせください。
※１　店舗改装により、一時的に古紙回収ボックスを利用できない場合があります。

店舗・施設名

イオン 津山店
イズミ ゆめマート津山
ザグザグ 志戸部店

天満屋ハピーズ アルネ津山店　※１
天満屋ハピーズ 小田中店
天満屋ハピーズ 東一宮店

マルイ イーストランド店
マルイ 総社店

津山市役所　加茂支所
津山市役所　勝北支所
津山市役所　久米支所

回収品目 所在地 電話番号 古着類新聞
チラシ

雑誌
雑がみ 段ボール

河　辺

伏見町

沼

新魚町

小田中

東一宮

川　崎

山　北

加茂町塔中

新野東

中北下

21-7200

22-1211

32-0570

31-2411
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27-7100

26-3131

20-1213

32-7032

32-7022

32-7011

※了承いただいた店舗のみ掲載（アイウエオ順）◆店舗・施設回収品目一覧
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○ハードオフ・オフハウス 津山院庄店 28-2116 (ハードオフ)
28-2119 (オフハウス)

古紙ではないものが 回収施設に入れられている ことがあります。
古紙回収ボックスは ごみ箱ではありません！

正しく分別できていないものや ごみが捨てられ続けると、
古紙回収ボックスが 維持できなくなってしまいます。

古 

紙

製 

品

新聞紙

新聞用紙

コピー用紙

段ボール

段ボール箱 菓子箱（紙器用板紙）

書籍

雑がみ 雑誌 飲料用紙パック

トイレットペーパー



洗剤の箱など匂いのついた紙

汚れた紙、油のついた紙

ルールを守って　きちんと分別しましょう！

メモ用紙　ハガキ 小冊子 カレンダー

封筒 ティッシュの箱 お菓子や食品の箱 ラップやホイルの箱

トイレット
　ペーパーの芯

カーボン紙、レシート（感熱紙）、写真印刷用の紙

アルミなどでコーティングしてある紙 紙コップや紙皿などの

水に溶けない紙

フィルムは取る

雑がみは、紙紐でしばって出すか、紙袋に入れて、口を紙テープや紙紐で閉じて出す。

※入れてはいけないものが入っていると、機械が壊れたり、古紙の品質が下がってしまいます。

窓付き封筒

使用済みの
　ティッシュ

香料のにおいが
　するもの

アルミが混ざった紙
　　　　　　金色や銀色の紙

油汚れなどが
　ついた紙

カーボン紙
（複写伝票など） 写真

ビニールは取る

ホッチキスの針は
ついていても大丈夫

金属の歯は取る

金属や
　プラは取る

出せるもの

出せないもの 可燃ごみです

雑がみの出し方

雑がみに出せるもの 出せないもの



平成2９年度指定ごみ袋収入の使いみち

情 報 掲 示 板

　指定ごみ袋による「ごみ処理の有料化」は、ごみ減量・リサイクルを進めていた旧津山地域で平成
９年８月から開始されました。加茂・阿波・勝北・久米地域も合併時もしくは津山圏域クリーンセン
ターの本格稼働に伴い、指定ごみ袋を統一し、実施しています。
　有料化は、市民の皆さんにごみ処理に係る費用を一部負担していただくことで、ごみ処理にはお金
がかかることを意識し、ごみ減量や資源の活用に協力していただくことを目的に実施しています。そ
の収益は、循環型社会推進のための事業などで、市民の皆さんに還元しています。
　平成２９年度の指定ごみ袋収入は、１億１,７５６万円でした。この収入から、必要経費（指定ごみ
袋の製造費、取扱店手数料、配達などにかかる費用）を差し引いた収益金を、平成２９年度のごみ減
量・リサイクルの費用に使っています。主な内容は次のとおりです。

※1 リサイクル関係費：「缶」「びん」「プラスチック容器包装」「古紙類」などを資源化するための経費です。
※2 報奨金：廃品回収や町内リサイクルに対する助成金です。

《内訳》
必要経費　４,９６７万円　４２.３%
①ごみ袋の製造費　　　　　　　　３,２４１万円　２７.６%
②取扱店手数料　　　　　　　　　１,２７０万円　１０.８%
③配送関係費　　 　　　　　　　　　４２１万円　　３.６%
④事務費　　　 　　　　　　　　　　　３５万円　　０.３%
収益充当事業　６,７８９万円　５７.７%
⑤リサイクル関係費※1　　　　　　４,９２２万円　４１.９%
⑥報奨金※2　　　　　　　　　　　１,５４７万円　１３.１%
⑦生ごみ処理機器補助金　　 　　　　１６１万円　　１.４%
⑧環境啓発（ごみゼロ新聞など）　　 １１７万円　　１.０%
⑨環境基本計画推進事業費　　　 　　　４２万円　　０.３%

　１月から３月にかけて、進学や就職などで 引っ越しを計画している方もいると思います。
引っ越しで大量のごみを津山圏域クリーンセンターへ直接搬入する場合も 分別は必要です。
適切な排出にご協力ください。
　また、粗大ごみの直接搬入量には制限があります（軽トラ１台程度もしくは１０点以内）。
詳しくは下記お問合せ先まで。

津山圏域環境テクノロジー株式会社　℡ 0868-57-8555
搬入の受付日　月曜～土曜日 ※祝日も受付しています（日曜日と１月１日～３日まではお休みです）。
　　受付時間　午前８時～午後４時３０分
　処理手数料　家庭ごみ ５０円/１０㎏（税別） 　家庭ごみ以外 ７０円/１０㎏（税別）

引っ越しごみ について

● 平成２９年度指定ごみ袋販売収入は１億１,７５６万円でした。（前年度１億１,６７８万円）

ごみの直接搬入のお問合せ

ごみゼロ新聞へのご意見・
ご要望をお寄せください。

『津山市ごみゼロ新聞編集委員会』
 津山市環境事業課3R推進係 Tel 32-2203 Fax 23-7055 
E-mail： gomizero@city.tsuyama.lg.jp

ごみゼロ新聞は、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。
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